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1 はじめに

新潟大学人文学部は ､ 平成 12 年度に3 ･

4 年次学生を

対象として｢ 実践英語研究+ という授業を新設した
｡
当時､

公的英語検定試験の成績が新潟大学の単位として正式

に認定されるようになり､ こ の ような試験を受験する学生

が増加することが予想された｡ 当該の授業は ､ そ のような

学生を支援する目的で開設されたもの である｡

本報告は､ 平成 12 年度以来､ 3 年度にわた っ て行われ

てきた｢ 実践英語研究+ の授業成果を､ 各年度のデ
ー

タを

比較しながら報告するものである｡

2 授業の趣旨とT O E I C に つ い て

｢ 実践英語研究+ は ､ 現行の多くの公的検定試験の中か

ら特に T O E I C ( T e s t of E n g li s h fo r l n t e r n a tio n a l

C o m m u n i c a ti o n
､ 国際英語コ ミュ ニ ケ

ー

ショ ン 能力テ ス

ト) に絞っ て､ その ス コ ア を伸ばす訓練を行うことを目的と

して いる｡ T O E I C は ､
アメリカ のテ ス ト開発機関 E T S

( E d u c a ti o n al T e s ti n g S e rv ic e) で 開発されて いるもの

で
､ 現在世界 6 0 カ国で利用されており､ 最も国際的な検

定試験の 一 つ と言える｡ T O E I C 公 開テ ストは日本では年

7 回実施され
､ 現在までに累計8 98 万人 が受験してきた

｡

分野を問わず ､ 様々 なレ ベ ル の受験者の英語力を正確

に位置づけることができ､ この優れた特徴から､ 日本国内

の 一 般企業や官公庁で
､ 英語能力基準の 設定や新入社

員研修など様々 な形で利用され て い る｡

3 授業計画

｢ 実技英語研究+ は ､ 第I 期に開講される半期の授業で

ある
｡
各年度とも授業スケジ ュ

ー

ル は 以下 の通りである
｡

第1 回 オリエ ンテ
ー

シ ョ ン

T O EI C 公 開テストに つ い て の基礎知識

第2 回 第1 回 T O E I C 模擬テスト

第3 回 リス ニ ン グ･ セ クショ ン

パ ー 小1 写真描写問題
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印刷された写真を見ながら､ それ に つ い て4

つ の英文を聞き､ 適切なものを選ぶ問題

第4 回 リ ー ディング･ セクション

パ ー ト5 文法 ･語嚢問題( 1)

問題文の空欄に入れるべ き語句を4 つ の 選択

肢から選び､ 未完成の文を完成させる問題

第5 回 リ ー ディング･ セ クショ ン

パ ー

ト5 文法
･

語嚢問題(2)

問題文め空欄に入れるべき語句を4 つ の選択

肢から選び ､ 未完成の文を完成させる問題

第6 回 リス ニ ング･ セクション

パ ー ト2 応答問題

質問とその答えの3 つ の英文を聞き､ 適切な

答えを選ぶ問題

第7 回 リ ー ディング
･ セクション

パ ー ト6 誤文訂正問題( 1)

問題文に示された4 つ の箇所から､ 訂 正す べ

き部分を選ぶ問題

第8 回 第 2 回T O EI C 模擬テスト

第9 回 リ
ー ディング

･ セクシ ョ ン

パ ー ト6 誤文訂正問題(2)

問題文に示された4 つ の箇所から､ 訂 正す べ

き部分を選ぶ問題

第 10 回 リス ニ ング
･ セクショ ン

パ ー ト3 会話問題

会話を聞き
､ 質問に対する適切な答えを､ 4

つ の 選択肢から選ぶ問題

第 1 1 回 リ
ー

ディング ･ セ クショ ン

パ ー ト7 読解問題(1)

英文を読み ､ 質問に対する適切な答えを､ 4

つ の 選択肢から選ぶ問題

第12 [司 リ ー ディング
･ セ クショ ン

パ ー ト7 ' 読解問題(2)

英文を読み ､ 質問に対する適切な答えを､
4

つ の 選択肢から選ぶ問題

第 1 3 回 リス ニ ング･ セクシ ョン

パ ー ト4 説明文問題

説明文を聞き､ 質問に対する適切な答えを､

4 つ の 選択肢から選ぶ問題

第 14 回 第3 回T O E I C 模擬テスト

第 1 回授業時にオリエ ン テ ー ショ ンを行 い
､
T O E I C

の 特色､ 問題 のタイプと構成､ ス コ アと英語能力レ ベ ルな

どの基醇知識に つ い て説明した
｡
T O E I C の 受験経験の

ない学生も多いと考えられたからである｡ また ､ 学期中に

3 回模擬テ ストを行い ､ 受験者の 平均ス コ ア の変化を調査

した( 4 .4 T O E I C 模擬テ スト参照) 0

T O E I C 公 開テ ストは ､ リス ニ ング･ セ クシ ョン( パ
ー

ト1 -

4) 1 0 0 聞及びリ ー ディング
･ セクシ ョン( パ ー ト5 -

7) 1 0 0

問の合計7 パ
ー ト2 0 0 問から成る｡ 模擬テ スト以外の遇は ､

1 回の授業で1 つ の パ
ー

トを取り上げ､ そ の パ ー トに的を

絞っ て訓練を行 っ た｡ 軽業回数の都合上 ､ リス ニ ング ･ セ

クシ ョ ンの各 パ
ー トに1 回 ､

リ ー

ディング･ セクショ ンの各 パ

ー

トに2 回の時間を割り当てた｡

4 授業の実際

4 . 1 受講学生数

受講学生数は ､ 平成 12 年度 4 1 名 ､
1 3 年度 42 名､ 1 4

年度 4 2 名で いずれも人文学部3 ･ 4 年次学生 であ っ た｡

4 .2 教材

使用したテキ ストは各年度ともT h e C o m p l e t e G u id e t o

T O E I C (B ru c e R o g e r s 著 ､ I n t e r n a ti o n al T h o m s o n

A si a E L T ､ 1 9 9 7) で ある
｡
授業は

､
テキ ストに加え

､ 練

習問題用の補助プリント数枚､ T O E I C 練習用のテ ー プ

教本及び C D 数枚を併用して進められた｡

4 . 3 語 柔リストと単語テスト

語糞力を強化するため ､
T O E I C 頻出単語リス トを配布

し
､ その 中から毎週約 6 0 語 を翌週までに覚えてくるよう指

示した
｡
翌週 の夜業開始時に単語テス トを行い ､ 指示した

単語リストの 中から 10 問を出題した｡ 最終講義が終了す

るまでに提示された単語数は 6 50 語 以上にな っ た
｡

4 .4 T O E I C 模擬テ スト

学期中に合計3 回の T O E I C 模擬テストを実施し
､
学生

の ス コ ア の変化を調 べ た｡ 各年度における平均値の比較

が可能なように
､
す べ ての年度の各回で同じ模擬テストを

使用した｡
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第 1 回模擬テストは ､
オリエ ン テ

ー

ション行 っ た翌週の

第2 回授業時に､ 第2 回模擬テス トは､ 学期の中頃､ 第8

回授業時に､ そして第 3 回模擬テストは ､ 最終授業時に

実施した( 3 授業計画参照) ｡ 模擬テ ストは､ 9 0 分という授

業時間内で終わらせるため T O E I t 公開テ スト(1 2 0 分)

の 7 0 % の 問題数で実施した｡

第 1 ･ 2 回模擬テ ストを実施した翌週または翌々 週に ,

各学生にテス ト結果を通知した｡ 模擬テストの ス コ ア に加

え
､
学生が T O E I C 公開テストを受験する際の参考になる

よう､ T O E I C 換算ス コ アを通知した｡ さらに､ 学習意欲高

揚のため及び各学生が学習を進めて いく上 で の参考とな

るよう
､ 模擬テ ストにお いて各自が特に良くできて いた

パ

ー ト
､
あまりできて いなか っ た パ

ー トを併せて示した｡ 第3

回模擬テストは授業最終日に実施したため ､ 初年度は学

生にス
_
= ア を通知しなか っ た が､ 1 3 年度からは ､ 希望者

に電子メ ー ルで 通知するようにした｡-

4 .5 成績評価

T O E I C 模擬テストス コ ア ､
ス コ ア の伸び及び単語テス ト

の点数とを合わせて評価した｡

5 授業実施の結果

5 .1 模擬テストス コ ア の変化

次の表は ､ 各年度の模擬テス トス コ ア の変化を示すも

のである｡

表1 .模擬テスト平均ス コ ア 担変蛙

平成 1 2 年度 平成 1畠年度 平成 1 4 年度

第1 回 9 0(4 0 /5 0) 8 8( 3 9 / 4 9) 9 4( 4 2 /5 2)

第2 回 9 8(4 9/4 9) 9 7( 4 8 /4 9) 1 0 2(5 1/5 1)

第3 回 1 0 6(5 3/ 5 3) 1 0 6(5 3 / 5 3) 1 0 6(5 3 /5 3)

* 合計点(リス ニ ング点/リ
ー ディン グ点)

* 満点は 14 0(7 0 / 7 0) 点

｢ 実践英語研究+ で は､ T O E I C 公開テストの ス コ ア を伸

ばす訓練を行うという趣旨に照らして授業を行 っ た｡ 各模

擬テ ストによっ て難易度に違いがあ っ た可能性があるとは

いえ
､ す べ て の年度にお い て全 3 回の テストの 平均ス

コ

ア が回を増す毎に上昇して いることがわかる｡

セクシ ョ ン 毎の平均ス コ ア に着目すると､ 各年度にお い

て第 1 回模擬テ ストセは ､ リ
ー

ディング
･

セクシ ョンの ス コ

ア がリス ニ ング･ セクショ ン の ス コ ア を大幅に上回 っ て い る

ことがわかる｡ しか し､ 第2
･

3 回 で は ､ 両セ クシ ョ ン で ほ ぼ

同等の ス コ ア が確認されて い る,, この ことから､ 受講前の

時点で ､ リ
ー

ディング問題を解く能力より全体的に低か っ

たリス ニ ング問題を解く能力が ､ 本授業の受講を通して ､

最終的にはリ
ー ディング問題を解く能力と同じレ ベ ル にま

で向上したと考えられる｡

5 .2 T O E I C 公 開テストス コ アの変化

授業で行 っ て い る訓練が T O EI C 公 開テストの スヲア

上昇に役立 っ て い るかどうかを調 べ るため ､ 平成 13 年度

及び 14 年度に､ 学期中に2 回( 5 月
･ 7 月) 実施される公

開テ ストの ス コ アを調査した｡

表2 は｢ 実践英語研究+受講者の T O E I C 公 開テスト平

均 ス コ ア である
｡
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表星二塁〕旦!
_
C 公開テ スト平均ス コ ア の変化

平成 1 3 年度 平成 14 年度

5 月 38 名受験 5 月 4 0 名受験

4 9 6 .6 (2 7 6 .2 /2 2 0 .4) 5 5 0 .8 (2 9 3 . 5/2 5 7 .3)

7 月 2 7 名受験 7 月 3 9 名受験

5 5 9 ,4( 3 2 3 .7 /2 3 5 .7) 5 9 7 .4( 3 3 0 .5 / 2 6 6 .9)

* 合計点(リス ニ ング点/リ ー ディング点)

* T O E I C 公 開テストの満点は 9 9 0(4 9 5 / 4 9 5) 点

平成13 年度には公開テストの受験を義務付けて いなか

っ たため
､
7 月 に受験者数が減少して いる｡ この 公開テ ス

トが大学の定期試験と同時期に実施されたことが原因だ

と考えられる｡ 1 4 年度には受講学生に､ 学期中に実施さ

れる2 回 の 公開テ ストの受験を義務付けた｡

｢ 実践英語研究+ 受講後1 ケ月半ほど経過した5 月末の

公開テ スト平均 ス コ アと
､
受講終了後7 月末の 平均ス コ ア

を比較すると､ 1 3
･

1 4 年度ともス コ アが大幅に上昇して い

る(1 3 年度は 62 .8
､
1 4 年度は 4 6 .6 ポイント上昇) ｡ この こ

とから｢ 実践英語研究+ は公開テ ストの スヲアを上昇させる

効果を有し得るものであ っ たと考えた い
｡

年度毎の ス コ ア に着目すると､ 模擬テ ストの ス コ アと同

じ頼向が見られる
｡
つ まり

､
1 3 年疫は 1 4 年度より始め の

平均ス コ アが低いが ､ 次の テストで の ス コ ア の 上昇が大き

い
､
という頼向であるo この原因としては次の 2 点が考えら

れる｡

まず
､
始め の時点で英語力の低い学生 の 方が ､ 受講

終了後の ス コ ア の 上昇が大きくなる､ という可能性である
｡

5 月 の テストで は ､ 1 3 年度の学生の平均ス コ ア は 14 年度

の ス コ ア を5 4 .2 ポイント下回 っ て い る
｡
ところが7 月 には ､

そ の差は 3 8 ポイントに留まっ て いるの である｡ 1 3 年度7

月 の 公開テ ストは受験者数が少なか っ たため ､
この数字

は多少差し引 い て考えなけれ ばならないかもしれない ｡

しか し､ 模擬テ ストの結果を考え合わせてみても､ 受講前

の時点で英語力が低く､ そしておそらく公開テスト受験経

験のない学生が､ 本授業の受講を通して m E I C の 問題

形式に習熟し ､
また 問題を解く能力を身に付けたと考えら

れるの で ある,

,
.

次に､ 1 3 年度の授業内容の方が 14 年度のものよりス コ

ア を伸ばすの に効果的であっ た可能性である｡ 前述した

ように
､ 授業内容はす べ ての年度で基本的に同じではあ

つ たが
､ 年度毎に少しず つ変更を加えた箇所もある｡ こ の

ことが結果的にス コ ア の伸び の違い に影響を与えたのか

もしれない
｡
この点に関するデ

ー タが更に蓄積されて い

けば､ より細かく適切な授業内容を定めて いくことが でき

るようになるだろう｡

セ クショ ン 毎の ス コ ア の変化にも模擬テ ストと同様の傾

向が見られた｡ つ まり､ 両年度にお いて ､ リス ニ ング ･ セ ク

ショ ン の 方がリ ー ディン グ ･ セ クシ ョン よりス コ ア の 上昇が

大きか っ たという点である｡ リ ー ディング ･ セ クシ ョ ン の ス コ

ア の 上昇は ､
1 3 年度で 4 7 .5 ポイント

､
1 4 年度で 3 7 ポイ

ントであっ た｡ それ に対してリ ー ディン グ
･

セ クショ ン の ス コ

ア の 上昇は ､
そ れぞれ 15 .3 ポイント

､
9 . 6 ポイ ントであっ

た
｡

リス ニ ング ･ セクシ ョ ン の ス コ ア が大幅に上昇した理由と

しては次の 2 点が考えられる
｡
つ まり

､
T O E I C のリス ニ ン

グ問題慣れとリス ニ ング能力そ のもの の向上 の 二 つ であ

る
｡ 受験者杜模擬テストの 回を重ねる毎に ､ また授業でリ

ス ニ ング練習を行い ､ さらに授業時間外の 課題をこなすこ

とにより
､
問題を解く能力を向上させると共に問題形式や

スピ ー

ドに慣れていき､ その ことが平均ス コ ア の大幅な上

昇に繋が っ たと考えられる｡

リス ニ ング能力と比較すると､ T O E I C で 計測されるリ ー

ディン グ能力は ､ 短期間で身につ けることが難しい の かも

しれない
｡
｢ 実践英語研究+ 受講学生は ､ 受講前から比較

的高いリ
ー

ディン グ能力を有して い たとい うことも
､
この セ

クショ ン の ス コ アがリス ニ ン グ ･

セクシ ョ ン ほ ど上昇しなか っ

た理由となり得る｡ しかし､ 逆に考えると､ 彼らのリス ニ ング
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能力が いか に低 い か ､ ある い はまた彼らが い か に

T O EI C で 出題されるようなリス ニ ング問題に慣れて いな

いかを示すものでもあるのである｡

6 結論と今後の課題

模擬テストの ス コ ア及び公開テス トの ス コ ア を調査しな

がら､ 3 年間｢ 実践英語研究+ を担当してきた｡ この経験か

ら､ T O E I C 公 開テ スト対策として以下の諸点を提案す

る
｡

1 . 問題の形式と傾向を熟知させること｡

2 . 頻出単語を覚えさせること｡

3 . リス ニ ン グ･ セ クシ ョン では問題を解くタイミングを体得

させること｡ また設問の パタ
ー ン を覚えさせること｡

4 . リ ー ディング
･ セ クショ ンで は時間配分を体得させるこ

と
｡

5 . 常に得点向上の意欲をかきたてる工夫をすること｡

今後の課題としては ､ 次の諸点が挙げられる｡

まず ､
リ ー ディング問題を解く能力をより向上させる授業

方法の 開発である｡

さらに ､ 能力別( T O EI C ス コ ア別) 指導の実施である｡

本来､ この ような性質の授業は ､ 複数 の授業を開講し､ 学

生を能力別に振り分けて指導を行うのが望ましいと考える｡

実際｢ 実践英語研究+ にお い ても､ 個々 の 公開テストス コ

ア に大きな差が見られた｡ 1 3 年度5 月 では ､ 最高点が

6 2 0 点､ 最低点が 34 5 点であっ たし, 1 4 年度5 月では ､

そ れぞれが 8 4 0 点
､
3 5 0 点と､ 約 5 00 点の開きがあっ た｡

公開テ ストス コ ア 8 40 点の学生と 35 0 点の学生 で は､ 受

琴経験及 びリス ニ ングカ ､ リ
ー ディングカ に大きな差があ

り
､
同じ指導をした のでは双方の ス コ ア を効果的に伸ば

すことはできない ｡ ス コ ア別指導を行うことで ､
ス コ ア の低

い学生もス コ ア の 高い学生も､ 効果的にス コ ア を伸ばすこ

とが可能になるはずである｡
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